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ソリューションプラズマプロセス(SPP)は、反応を活性化するために考案された簡単で新しい溶

液反応プロセスであり、ナノ粒子の合成や有機化合物の分解、メソポーラスシリカのゾル‐ゲル

反応等に応用されている。水溶液中の SPPは、自由電子の生成や、活性種・励起種、ラジカルが

生成され、溶液の導電率が高くなるため、プラズマが安定化され維持される。一方で、有機溶媒

の場合には、導電性が低く、プラズマを安定的に生成するのは難しかった。近年、我々の研究で、

バイポーラパルス電源を用いて、ベンゼンで SPPを行うことに成功した。また、ベンゼンからカ

ーボン材料を高速で合成することに成功した。合成されたカーボンは大きな表面積と高い空孔率

を示した。本研究では、有機溶媒として、ベンゼンとドデカンの混合溶液に、鉄フタロシアニン

を添加して、Fe/Nの構造を含むカーボン材料を合成した。合成されたカーボン材料の酸素還元反

応に対する触媒性の評価を行い、高い触媒性が現れることを示した。 
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